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Ⅰ はじめに

保健師の基礎教育は，専⾨学校，短期⼤学専攻科，４

年制⼤学とさまざまな養成機関で⾏われているが，⼤学

数の急増により，４年制⼤学における養成が主流になっ

てきている．４年制⼤学における保健師教育は看護師教

育と同時に⾏う教育課程であり，実習時間の短縮や学⽣

定員の増⼤に対し，実習施設は，実習の受け⼊れが困難

など，位置づけの難しさが報告されている
1)
．また，統合

カリキュラムにより基礎的な学習や実習時間が短縮され，

保健師として求められる技術習得が課題となってきてい

る．

このような現状において，地域看護学実習⽅法のさま

ざまな試みや⼯夫が報告されている．本学においては，

看護基礎教育の中で，保健師の技術である地区把握と，

保健指導の技術習得を⽬指して実習を展開してきている．

そこで，平成14年度∼16年度の３年間の実践から，公衆

衛⽣看護学実習での学びや，保健指導技術習得状況につ

いて明らかにし，それらの技術習得を効果的にすすめる

ための基礎資料とすることを本研究の⽬的とした．

Ⅱ ⽅法

１ 対象

１）平成14年度公衆衛⽣看護学実習履修学⽣のうち，無

作為に抽出した１学⽣の提出記録物（実習計画書，実

習計画，レポート，⾃⼰評価）及び，当該学⽣が参加

したカンファレンス記録

２）平成15年度保健所実習で事例検討を体験した，４施

設41名の学⽣の，家庭訪問体験⽇及び事例検討実施⽇

の実習⽇誌

３）平成16年度A保健所実習学⽣12名の乳幼児保健事業

―健康診査（以下健診），家庭訪問，発達の遅れのある

⼦ども等を対象とする事業（以下発達相談）―の体験

⽇の実習⽇誌

２ 分析⽅法

１）対象１）の記載内容から学んだ内容を抽出しデータ

化する．実習の段階ごとにならべ構造図を作成する．

２）対象２）に記載されている，家庭訪問に関連する内

容を抽出しデータ化する．同じ意味をもつデータを集

めて分類する．

３）対象３）に記載されている保健指導場⾯に関連する

内容を抽出しデータ化する．保健事業別に同じ意味を

もつデータを集めて分類する．

■ 報 告 ■
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Ⅲ 倫理的配慮

提出された記録物を使⽤し，学会発表や論⽂として公

表すること，プライバシーの保持，成績評価に関係しな

いこと等について⽂書を⽤いて説明し，署名にて同意の

得られた学⽣についての資料を対象とした．

Ⅳ 本学の実習⽅法

実習は公衆衛⽣活動における看護職の役割を理解する

ことを⽬的とし，展開される機関の理解や技術習得を⽬

標としている（表１）．

実習に先⽴ち各保健所に出向き現地オリエンテーショ

ンが⾏われる．実習期間は３週間で，保健所７⽇間，市

町村６⽇間（表２）で，中間⽇と最終⽇に学内カンファ

レンスによる学習の統合を図る（表３）．

実習内容は各施設毎に提⺬された保健事業をもとに学

⽣の希望で参加事業を決定し，準備・実施・事後処理の

実際を体験する（図１）．

Ⅴ 結果

１ ３週間の学びの過程とその成果（図１）

実習に先⽴って，学⽣は学びたいこと・経験したいこ

とを提出し，実習施設から実習計画が提案される．学

⽣・教員・実習指導者で協議の結果，実習計画が決定さ

れる．

保健所では現地オリエンテーションおよび各課オリエ

ンテーションを通して実習⽬標１（組織・機能と保健活

動の実際の理解）を学習する．地区把握は実習⽬標２（地

区把握と保健活動の展開⽅法を学ぶ）を学ぶ．また，精

神，結核，難病，未熟児を対象とした事業に参加し，実

習⽬標３（対⼈サービスにおける援助技術の習得）を習

得している．

中間帰学⽇のカンファレンスでは保健所の組織・機能，

地区把握により学習した地域の特徴に基づく保健活動の

特徴，体験した事例からの学びについて情報交換し，困っ

たこと，解決⽅法，今後の実習のとりくみ⽅を再確認し

ていることなどを述べている．

市町村では，⺟⼦保健事業・⽼⼈保健事業等に参加し，

個⼈・家族・地域への援助を通して，実習⽬標３（対⼈

サービスにおける援助技術の習得）を習得する．

最終帰学⽇のカンファレンスでは，各地域で体験した

保健事業の⼯夫，体験事例の情報交換により，未体験の

事業や事例について学習するとともに，個⼈・家族の保

健⾏動の変容を⽬指す保健指導や，地域によって求めら

れる対応が異なることを学習している．

実習終了後のレポートで本学⽣は，体験した保健事業

を通して，地域の⼈々の健康状態を把握することや，⼈々

の健康課題を解決するきっかけをつくる，個別性を尊重

しながら保健指導をする，他職種と協働しながら保健師

の役割を果たすという保健師の役割についてまとめ，⾃

⼰の振り返りをしている．また，⾃⼰評価の達成度は各

愛知県⽴看護⼤学紀要 Vol.10, 49−58, 200450

表１ 公衆衛⽣看護学実習⽬的・⽬標

表２ 実習期間・実習場所 表３ 帰学⽇の学内おけるグループカンファレンス



項⽬3∼5で，地区把握を⾏い地区活動に⽣かしていく重

要性や，集団と個⼈を対象にした働きかけがあること，

⽣活に⽬を向け，住⺠の価値観を尊重して意欲を向上さ

せることの重要性などの学びを臨床看護活動に⽣かして

いきたいという抱負を述べている．

２ 事例検討による家庭訪問体験の共有

記述内容は，「情報収集」「対象の理解」「アセスメント」

「保健指導の実施」「保健師の⾏う保健指導の特徴」「保

健師に求められるもの」「実施後の感想」に分類される．

家庭訪問体験（内円）は，事例検討（外円）をとおし

て拡⼤している（図２）．以下，記述内容の変化（表４）

を，家庭訪問⽇「 」→事例検討⽇『 』として⺬す．

１）情報収集

⽣活をみる：「どんな⽣活を送っているのか」→『朝か

ら晩までという１⽇の流れの中でどんな暮らしをしてい

るか．買い物は？料理は？交通⼿段は？』

家族をみる：「⼦どもの様⼦」「⺟親の不安」→『対象

者だけでなく，家族の健康状態などサポート源ともなる

家族に対する視点や⽀援が必要』

２）対象の理解

「個々の学⽣の体験した結核，精神について」→『難病，

結核，低出⽣体重児の事例にも拡⼤』『対象のおかれてい

る⽴場を理解する』『それぞれのケースに訪問する⽬的

があり，得てくる情報は異なる』

３）アセスメント

アセスメントの視点：「予防的⼿段を最優先する」→『対

象者の問題点，今後（⻑期）の⽬標に沿う』『個別の問題

か地域の問題かを考える』

４）保健指導

かかわり⽅：「問題に対して提案する」→『本⼈・家族

の⽣活⼒を⾼める』『⾒守る』．「指導する」という表現は，

事例検討後の記述にはない．

５）保健師の保健指導の特徴

保健指導の技術：「傾聴の重要性・信頼関係の構築」→

『傾聴の重要性・信頼関係の構築』『対象の訴えの背景に

何があるのか』『住⺠と関わる場⾯でのしっかりとした

対応が必要』

６）保健師に求められるもの

「臨機応変の対応」「⼈⽣観・価値観・倫理観・看護観」

→『鋭い洞察⼒』『専⾨的知識』『全体像をとらえる広い

視野』『状況に応じて対応していく柔軟さや判断⼒』

７）実施後の感想

「⽣活している場を知り，問題解決策を⼀緒に考える」

「多くの情報がある」→『ケースに視点がいく』『事例を

客観的にみる』『訪問看護と保健師の家庭訪問の違い』

反省：「病気中⼼の計画」「具体性がない」「信頼関係を

すすめる」→『アセスメントはよかったか』『具体的計画

不⾜』

３ 乳幼児保健指導場⾯からの学び

１）乳幼児保健指導の体験状況（表５）

乳幼児保健指導の体験は，健診12名，家庭訪問９名，

発達相談11名で，⼀⼈平均6.3回である．

２）保健指導場⾯からの学び（表６）

12名の学⽣の実習⽇誌から109データが抽出される．

データは，「会場の⼯夫」「情報収集（観察・問診）」「⽀

援内容」「事後評価」「全体を通しての学び」に分類され

る．分類された項⽬は，事業の⽬的，対象とする⼦ども

の特徴により差異がみられる．また，これらのことは，

実習体験⾃⼰評価（表７）の到達⽬標に相当している．

⑴会場の⼯夫

健診では３か⽉児はカーペットを敷き，１歳６か⽉児

は机と椅⼦で対⾯する場の設営は，⼦どもの発達段階に

対応していること，発達相談では遊びができる場が設定

されていることに着⽬し，対象の特徴により会場の設営

に⼯夫がいることについて述べている．

⑵観察

健診では測定や，⼦どもや⺟親の様⼦の観察，発達発

育状況の確認がなされていること，新⽣児訪問では，健

診に加えて，地域の様⼦や，⺟親の育児状況，⺟⼦健康

⼿帳から妊娠∼出産∼現在までの経過を⾒るなどしてい

る．発達相談では遊びの様⼦，⺟親の⼦どもへの関わり

⽅などを観察していることを述べている．

⑶問診

健診ではやわらかい⾔葉を使い，⽣活の場でできてい

ることをとりあげながら，⼦育てで困っていることや⼼

配なことを聴いている．家庭訪問では，⽣活状況や家

族・育児協⼒者，⽣活環境について⽬を向けている．発

達相談では⺟親の悩みや不安などの思いを聴き取ってい

ることを記述している．

⑷⽀援

健診ではできていることを中⼼に⼦どもを総合的にみ

る，個⼈差があること，⼦育て⽀援事業に関する社会資

源を紹介する．家庭訪問では⽣活にあった具体的な指導

や⾥帰りを終え⼀⼈で⼦育てする⺟親への労わりやねぎ
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らいの声かけがなされていることをとりあげている．発

達相談では変化やできていることを伝える，具体的なか

かわり⽅を⺬すことなどを述べている．

⑸事後評価

健診後には保健師間で検討し合い，他職種の参加する

発達相談では多職種で処遇を検討したことを述べている．

⑹学⽣の学び（考察）

健診では健康に育っている⼦どもの成⻑を喜べるよう

な声かけや，伝え⽅，⾔葉使いに気をつけることが⼤切

であること，家庭訪問では家族の⽣活に合わせた指導や

情報提供し選択してもらうことを記述している．発達相

談では，⼦どもの変化を伝えることが⺟親の新しい発⾒

になることや⺟親の悩みを傾聴すること，⽣活に取り⼊

れられる具体的指導，その⺟親なりに⼦どもを受け⽌め

⽣活していくことを⽀援することを考察している．

Ⅵ 考察

１ 実習⽬的・⽬標への到達

⼀学⽣の実習⽇誌に記述された学びの内容から，その

学⽣は３週間を通して実習⽬標に到達する体験ができて

いることがわかった．

学内カンファレンスでは，他学⽣の体験を追体験する

ことにより，体験が拡⼤している．また，⾃⼰の体験を

客観化したり，深めたことも記述していた．

実習終了後のレポートは，学⽣の体験を基に，保健師

の活動として重要な視点や役割を明確に述べ，これらの

ことを病院内の看護に⽣かしたいと，次への意欲にもつ

ながっていることがわかった．

酒井ら
2)
は，⾒学や⼀部実施の経験であっても学ぶ場

としての意義は⼤きいといっている．当該学⽣は平均的

な学⽣と思われたが，この結果は他学⽣にも適⽤できる
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図２ 家庭訪問事例検討による学び



とは必ずしもいえない．しかし，この過程を教員・実習

指導者がともに共有し，学⽣個々に意図的な場⾯構成を

していけば同様な学習ができることも⺬唆された．

本学の実習は３単位（135時間）で，多くの⼤学の平均

的傾向
3)
と同様である．しかし，⾼屋ら

4)
は２単位（90時

間）の臨地実習で，実習前後の学内カンファレンスによ

り学習効果があることを報告している．実習施設の確保

が困難となっている現状では，学内演習の効果を明らか

にしていくことも重要となっている．

２ 個別保健指導技術の習得

保健指導の技術は保健師の中核となるものである．個

別保健指導技術が最も発揮されるのは健康相談，家庭訪

問の場である．

健康相談では，学⽣は会場の⼯夫について述べている

が，飯⽥ら
5)
は対象が安⼼して相談できる場の設営は重

要であるといっており，その気づきが得られていた．

また，対象の特徴によって，得る情報や情報収集の仕

⽅，援助⽅法が異なることは記述されており，複数の保

健事業を通して保健指導技術について学習することは可

能であることがわかった．これらの学びは林ら
6)
の結果

と同様であった．しかし，今回の結果は12名の学⽣の記

述を統合したものであり，個々の学⽣がそれらの記述内

容全てを習得しているものではない．しかし，体験場⾯

から個別保健指導の技術習得が可能であることが⺬唆さ

れた．今後は全学⽣の学習体験になるようなかかわり⽅

の検討が必要である．

３ 実習体験の拡⼤と保健指導技術の習得

実習における事例検討の効果は嶋澤ら
7)
や池⽥

8)
が明

らかにしている．本学においても，事例検討により記述

内容は，⽣活を⾒る視点の具体化，訪問事例を客観的に

みるという視点，個⼈（家族を含む）固有の問題か地域

の問題かを考えるという問題のもつ背景への考察を視野

にいれること，⽣活⼒を⾼める・⾒守る援助など対象の

セルフケア能⼒が⾼まる援助の必要性について述べられ

ていたことから，⾒学中⼼で体験事例が少なくても，カ

ンファレンスにより意図的な関わりをすることで，学び

が深められることが可能であることがわかった．

Ⅵ おわりに

⾒学中⼼で，限られた実習体験であっても，その体験

を振り返り，他の学⽣と共有できる場を設け，教員・実

習指導者が学⽣の学びの状況を確認しながら関わること

により，効果的な実習展開ができると考えられる．
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表５ 事業別乳幼児保健指導体験状況

表６ 乳幼児保健指導（個別）体験からの学び

表７ ⾃⼰評価表（⼀部抜粋）


